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光の量子性を用いた広範な応用に注目が集まっているが、その実現には実環境下での基礎特性

の検証が必要である。例えば、単一光子や量子もつれ光子の高精度伝送技術や、極微弱光の自在

な操作技術の開発が望まれる。これまで我々は、伝令付き単一光子のファイバ網伝送実験や[1]、

光コムの時間・周波数制御性を用いた量子光学実験用光源・検出技術の開発を行ってきた[2]。本

研究では、実用的な量子ファイバネットワーク応用への発展性を見据え、周波数量子もつれ光子

の非局所相関を利用したリモートセンシング実験に向けた基礎検討を行ったので報告する。 

図 1(a)に検討するリモートセンシングシステムの全体像を示す。モード同期チタンサファイア

レーザー(繰り返し周波数 77 MHz, 中心波長 790 nm)を用いて、PPMgSLT 結晶(TypeⅡ)における自

発的パラメトリック下方変換によって生成する量子もつれ光子対を光源とする。片方の光子を長

距離ファイバ網に伝送させ、遠隔地に設置したサンプルの透過特性を周波数相関スペクトルによ

って取得する。本研究では、まず、図 1(b)に示す実験系によって光源特性の評価を行った。生成

した量子もつれ光子対を、ファイバ偏光ビームスプリッタで分離し、分散補償ファイバで大きく

チャープさせた後に超伝導ナノワイヤ単一光子検出器で検出して各光子の時間相関を取得した。

チャープ特性を用いて波長軸に変換することで、図 1(c)に示すように 2 次元周波数相関が取得さ

れ、リモートセンシングに向けた負相関の周波数量子もつれ光子の生成を確認した。講演では、

センシングに向けた基礎実験についても報告する予定である。本研究は周波数量子もつれ光子の

非局所相関を活用したさらなる量子光学実験の展開につながると期待される。 
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図 1: (a) リモートセンシングシステムの概念図。 

(b) 量子もつれ光子対生成と周波数相関測定シ

ステムの実験系と、(c) 2 次元周波数相関スペク

トルの測定結果。 
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